















伏 見み 博 彰
医 すA主与 博 士
第 811 0 号
昭和 63 年 3 月 25 日
医学研究科社会系専攻









本学病理学教室にて継代維持されている Wistar-Furth ラット(以下WF ラットと略す)に高頻度
(30--40%) に上行結腸癌が自然発生する。この大腸癌は腹腔内にて可移植性腫蕩として継代もされて







び壊死組織を除去した後一辺約 1mmのサイコロ形に細切して培養した。培地は R P M 1 1640培地， D
MEM培地， HAM F-12培地を用いたところ， R PM 1 1640培地にて最良の発育を示したため， 4 
代継代後はこの培地にて培養した。増殖細胞は癌細胞及び線維芽細胞と考えられたため，クローニング
を行い，癌細胞のみを継代維持した。
この細胞の plating efficiency は43% ， doubling time は約2.8日であった。形態的には敷石状配列を




8 適齢雌生Balb/ C マウスの腹腔内に初回免疫として培養胃癌細胞2.0X10 7個/匹を注入し，追加免
疫として 3 週間後及び 6 週間後に同量を再注入した。最終免疫の 3 日後に同マウスより牌臓を摘出して
牌細胞浮遊液を作製し，この牌細胞と同系マウス由来の骨髄腫細胞 S P 2/0 -Ag14とを polyethyleneｭ
glycol を用いて細胞融合を行った。この融合細胞をHAT培地にて培養した後， HT培地を経て RPM
1 1640培地にて培養した。抗体検出はELISA間接法にて行い，抗体産生hybridoma cell を有する
well に対して限界希釈法にてcloning を行った。この抗体検出及び、cloning は 2 回以上施行した。この
抗体はOuchterlony immunodiffusion method にて IgG 1 に属することが確認された。こうして得ら
れた抗体産生hybridoma cel 2.0 x 10 7個/匹を Balb/ C マウスの腹腔内に注入し， 2 --3 週間後に 2
--5 ml/匹の腹水を得た。この腹水より Protein A -sepharose C L -4 B カラムを用いて抗体の精製


















2. この培養細胞を用いてモノクローナル抗体を作製したところ，細胞膜に存在する分子量約82 ， 000の
糖蛋白質を認識していることが判明した。
3. この糖蛋白質はこの系ラットの胎膜の羊膜上皮，合胞体栄養細胞に表現されており，大腸癌とそれ







この抗体はWestern blot法，酵素抗体法(光顕及び電顕)にて胃癌細胞膜に存在する分子量約82 ， 000
の糖蛋白質を認識していることが判明した。この糖蛋白質は同系ラットの胃癌の他，大腸癌，子宮内膜
癌，胎膜に存在することが酵素抗体法にて確認された。従って，この糖蛋白質は同系ラットの腫蕩関連
抗原であると考えられる。
以上の業績は実験病理学的研究に有用であり，本論文は博士論文として価値のあるものと考えられるO
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